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V222a 木曽超広視野高速CMOSカメラTomo-e Gozen試験機の機械系の開発
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超広視野高速 CMOS カメラTomo-e Gozenは 84個のCMOSセンサを持ち、木曽観測所 105cmシュミット望
遠鏡への搭載時は 20deg2の超広視視野を実現する。その試験機（PM）は CMOSセンサが 8個とフルサイズよ
り少ないが、技術実証機という位置付けのため筐体は出来るだけフルサイズに継承される形状・思想の元で設計・
製作された。ベースプレートは 50個のセンサが仮配置される形状となっている。ベースプレート自身や筐体の枠
へのクランプによる形状の歪みや、センサがシュミット望遠鏡特有の球面（曲率半径 R=3,300mm） に沿って配
置される必要があるため、最終的なセンサ面が光学的に最適になるようにセンサ高さ調整用治具（HAP：Height
Adjustment Plate）で調整される。この固定（接着）には熱伝導型両面接着テープを用いることで確実に固定さ
れる他、HAPへの廃熱および容易な交換作業を実現できる。センサの受光部の厚みを考慮すると、許容される被
写界深度は 40µm程度であるが、観測時の画像解析の結果から、これ以下の精度で製作・調整できていることが確
認された。講演ではPMでの機械加工や組付け、ハンドリングなどを受けてのフルサイズへの拡張案も紹介する。


